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 1bit圧縮センシングとは、ハードウェアでの実現を念頭に置き、圧縮された表現の量子

化まで考慮した圧縮センシングの方法である。既存の 1bit圧縮センシングの復元アルゴリ

ズムは一般の L_1 復元法の潜在性能をほぼ達成しているが、しかしながら、L_1 復元法の

潜在性能は実際の応用の要求レベルにはまだまだ達していないため、よりパフォーマンス

のよい圧縮センシングの復元法とそれを実践できるアルゴリズムを開発する必要がある。  

 一般的にベイズ推論は L_1ノルム最小化の方法より圧縮センシングに対しての潜在性能 

が良いと知られているが、それを実行する為に、今回はフランスで Zdeborova 氏と一緒に

ベイズ推論による 1bit 圧縮センシングの信号復元を試した。フランスの Zdeborova 氏の

研究チームは、通常の圧縮センシングについて、ベイズ推論法による復元方法と観測行列

のデザインについて研究成果がある。その手法を私の研究課題 1Bit圧縮センシングに取り

入れるのは共同研究の目標である。 Zdeborova 氏チームは EU の主要グラントを獲得し、

現在圧縮センシングの研究で存在感を増しているが、1Bit圧縮センシングは彼らの研究内

容を補完する位置づけとなっており、今回の共同研究は向こうに従うだけではなく自分の

アイデアを積極的に提案でき、研究上のつながりを作る上での絶好の内容となっている。 

 

 ベイズ推論法による復元法というのはベイズの公式 

                P(x│y)=P(y|x)P(x)/P(y) 

に高次元信号のスパース性という統計的事前知識 

               p(x)=ρδ(x)+(1-ρ)N(0,σ^2) 

を取り入れる。ここでは、ρは高次元信号の非ゼロ比率を表し、これも推定できる。まず

は、レプリカ法によって性能評価を行い、復元率、圧縮率とスパース度などの要素間の関

係を明らかにする。そして、実践できるアルゴリズムを作り、人口データによって数値実

験を行う。その実験結果を理論的性能評価と比較し、解析を行う。 

 フランスでの議論のおかげですでにベイズ推論法による 1bit 圧縮センシングの復元に

関して、共同研究の結果が得られた。その結果をまとめ、論文として出版する予定である。

今年度の滞在により、大学院生時代に日本国外の研究者と共同研究を通じて密接なつなが

りを持つことは i) 国内の研究環境の中では生まれにくい問題意識や考え方に気付かされ

ることが多く、研究者として一段成長できる、ii) 国際的な研究者ネットワークに参加す

る機会が増え学位取得後のキャリアパスに大きなチャンスが生まれる、ことから極めて重

要であると痛感した。  

 

 

 


